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熟練 と道具編成の変化

一家具木工技能者の道具編成の分析から一

樹

夫

秀

和

藤須

森

1.問 題の設定

我々は生活するうえで道具を欠かすことができな

い。人間と道員は互いに運動 して発展してきた。人間

と道具の密接な関係は,人 間のよりよい 「もの」をつ

くるという考えから発していると推察できる。人間の

考えが集約された 「道具Jの 理解は,同 時に人間の理

解につながると考えられる。

職人達は仕事を進めるために道具やその編成を自分

で工夫して使用している。具体的には,道 具の作業性

や自分の技量との適合などである。これは製品を作る

ことと同様に重要な課題である。仕事上の問題解決は,

職人が仕事を続ける限り,常 に行われている。したが

って職人が使用する道具及び道具編成は,自 分自身を

反映し,対 応させていると言える。そのため,職 人は

道具を大切にし,他 人には貸さないことが多い。また,

借用したからと言って,そ の道具を他人が使いこなせ

るとは限らないのである。一方,「道具をみれば腕前

がわかる」といわれるように,道 具は職人の分身でも

ある。また,道 具をいかに使いこなすか,Vヽかによい

道具を仕入れるか,よ い道具を作るか,そ して管理す

るかにも心を砕 くのである。このように上述の課題は

極めて大きいのである。

道具編成は製品の素材 す 法 形 状などに応じて変

化することが容易に想像できる。これらを調べること

は道具を理解するうえで不可欠の作業と言えよう。技

能者の熟練度と道具編成の関係を調べることは,道 具

と人間の関わりを検討することと同義である。換言す

れば,「道具を理解することは,そ の道具を使用する技

能者の仕事に対する考え方を理解することJに つなが

る。本研究は,道 具編成と熟練との関係を見いだし,

道具編成を支える要因を明らかにすることにしたい。

本研究で用いる 「道具Jの 概念について検討したい。

現在使用されている国語辞典,漠 和辞書,百 科事典な

ど合計 11冊 (文献 6,7,10,11,12,13,21,22,23,26■4)

を検討した。主な記述を整理すると以下のようになる。

新村抑は 「ものを作 り,ま た事を行うのに用いる器具

の総称。……他の目的に利用されるもの。材料。方便。

手段。Jと 記述している。梅樟他')は 「仕事に使う器

具。…… ある目的を果たすための手段。」と述べてい

る。日本大辞典刊行会的は 「物をつくったり仕事をは

かどらせたりするために用いる種々の用具」としてい

る。下中llは
,道 具の定義として 「人間が特定の目的

を実現しようとする場合,媒 介として用いる物的な手

段をいう。…… 道具は人間の諸能力を補い拡大するた

めに製作されたので,基 本的には手の延長である。…

道具は人間の器官の単なる延長ではなく,あ くまで

も働 きの対象化であるから必ずしも器官に似ていな

V 。ヽJと している。社会科学大事典編集委員会いは

「道具ということばは広義には人間がある目的の達成

のために手段として用いる一切のものをさし,狭 義に

はものを作るために製作され,使 用されるものをさす。

……道具は単なる 「ものJで はなく,「ものを作るJ

という目的を正確に, しかも容易に実現するために作

られた 『もの」である。…… 手が本来もつ内体的な限

界を超え,も のを作ろうとするときにこの限界を超え,

機能を拡大する媒体が必要になる。このTHlきをするの

が道具である。…… 道具は第 1に われわれの肉体に外

在し,第 2に われわれと作られるものとの間に手段と

して介をし,第 3に 『ものを作る」という機能を持っ

た 『もの1 とV え`る。」としている。

これらを基礎にしてわれわれは道具を次のように走

義することにしたい。「特定の目的を達成するために

使用されるもので,人 間の器官の持つ働きを実体化し

たモノである。これは人間の能力を補い,拡 大できる。

道具は基本的には人間の持つ諸機能を拡大したもので

ある。」

これまでの道具に関する文献は,主 に職種や仕事の

内容と使用される道具について扱われてきた。しかし,

熟線と道具編成の関わりに関する文献は少ない。大工

道具に関して村松3〕は,道 具が歴史的にどのように変

形してきたかを扱っている。この文献では木工技術の
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高度化,細 密化が道具の分化に結合していることを示

している。

また村松m)は大工道具の標準編成は第 1形式と第2

形式に区分している。大工道具の編成は,第 1形式が

本格的な仕事をするうえで必要な道具編成であり,腕

のよい大工が所有する。これらは細かい道作仕事にも

対応しており,第 2形式がどんなに質的に低い仕事を

するにしても必ず備えていなければならない最小限の

道具編成 と記述 している。第1形式の道具編成は,

道兵の総数が179本で,数 の多い順にのみ 49本 ,

かんな 40本 ,鋒  26本 ,墨 掛け道具並びに定規類

14本,鋸 .12本,釘 締並びに釘抜き 9本 ,玄 能並び

に槌 6本 ,罫 引き 3本 ,チ ョウナにマサカリ 2本

の順序になる。この他に雑道具が18ある。特にのみと

かんなの数が極めて多い。仕事の質が低下するにつれ

て仕上げに主として使われるかんなから省略されるよ

うである。第2形 式の道具編成は,道 具の総数が72本

で,多 い順にのみ 14本 ,錐 と昌掛け道具と定規類が

同じく10本で,以 下はかんな 9本 ,釘 抜 き並びに

釘締め 5本 ,鋸  4本 ,玄 能並びに槌 4本 ,罫 引き

2本,チ ヨウナにマサカリ 2本 ,雑 道具類 12本 で

ある。総数では,第 2の道具編成は第 1の道具編成の

約60%減 を示している。

さらに村松価)は,「道其なるものが,本 来 「手道具』

であること,つ まり道具はあくまで人間のもつ肉体的

能力との調和の上に解決されたものであるために,肉

体的能力の階梯の上にたつたある最適形式が必然そこ

に生じ,そ れが道具の細分化をうながし,多 様化の性

格の一面を担うことになる。」と記述 している。道具

を変形させることによつて,作 業者の 「肉体的負担の

軽減」と 「工作物の精度 (品質と言っても良い)」の

向上を獲得できると考えられる。

技能者は作業の内容や,仕 事の質に応じて道具を選

択して組み合わせて使用している。一般に熟練度に応

じて道具や道具編成が変化すると言われている。この

理由は職人達が道具に対して持つ意識や意味の変化が

反映すると考えられる。具体的には,技 能者の熟練度

が高くなるほど,道 兵に対する要求が高度になると推

察できる。そして,道 具編成は仕事の質と技能の範囲

から規危されると考えられる。しかし,こ れらを実証

的に扱つた検討は少ない。そこで本研究は熟練度と道

具編成の関係を明らかにすることにした。

先の村松帥3aの文献から,道 具の変形や変化,道 具

編成が生起する要困として,以 下の仮説を設定した。

①扱う材料の変化が道具を変化させる。

②技術の高度化,細密化に応じて道具の種類や

数量も増加する。

③加工方法の変化が道具に変化を促す。

④製品ユーズの変化が道具を変化させる。

⑤技能者の熟練度が高くなると,道具数が増加

する。

2.研 究の構成

本研究は 「道具の機能の分類尺度とその適用」,及 び

「熟練度別にみた道具編成の違いJに よって構成して

いる。「道具の機能の分類尺度とその適用」では,職

種による仕事の内容の差違が道具編成の機能を規定す

ることを検討する。手術器具と大工道具 (木材加工道

具)を 対象として,道 具の機能を分類し,更 に手の機

能の分類に対応させた。作成した尺度が果なる職種の

道具編成を比較可能であることを検証した。「熟練度

別にみた道具編成の違いJで は,家 具製作会社の技能

者に対して調査を行い,前 述の尺度に道兵の数量軸を

加え,こ の図上に表すことによつて,熟 練度と道具編

成の関係を明らかにした。これらに基づいて,設 定し

た仮説の検討と考察をした。

3.道 具の機能の分類尺度とその適用

3-1研究目的

一般に職種が異なれば道具も果なる。同一職種の道

具編成は,異 種の道具の組み合わせによつて成立 して

いる。道具編成は仕事の内容によつて異なり,職 種が

求める道具の機能の組み合わせで構成 している。道具

編成が決定 されるとき,作 業に関わる様々な条件が関

係 していると考えられる。

作業内容や作業条件によつて道具編成が成 り立つと

仮定すると,異 なる職種による差果や特徴,ま た,共

通点はどのように表れるかについて検討 したい。 しか

し,異 なる職種の道具編成を比較するには,こ のため

のツールが求められる。そこで異なる職種で使用 され

る道具編成を比較することのできる尺度を設定 し,そ

れぞれの特徴と差果を検討することにしたい。

32研 究方法

対象 とした道具は,大 工他の木工系職種の道具 と,

医師が外科手術で使用する手術器具である。大工を選

定 した理由は,次 の 3点 である。その第 1は ,道 具の

形状 使 用方法 使 用対象が変化 しつつあること。第
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2に作業者が使用する道具の収集と編成は個人の考え

によつて行われること。第3は ,グ ループ作業である

が,そ れぞれが道具を使用して作業を分担して行うか

らである。手術器具を選定した理由は以下の3点 であ

る。第 1に道具の形状 使 用方法 使 用対象がほとん

ど変化しないこと。第2は手術道具の編成マニュアル

があること。第3に手術はグループで進めるが,手 術

器具を使用しての主要な作業を医師が単独で行なうこ

とが多いからである。このように大工道具と手術器具

は,使 用のされ方が極めて対照的である。

図31は ,今 回の分析用に作成した尺度を表してい

る。縦軸は手の機能を設定した。この設定にあたつて

は 「手の詰動作の系統的分類」
2ゆを使用 し,こ れに

「はかる」,「その他の機能」を追加した。この理由は,

「はかるJ手 の機能については普段,手 で触れること

で物の大きさ他をはかる行為を行なっていると考えた

からである。「その他の機能」は,道 具の機能のなか

に手以外の身体の話器官の機能を拡大したものがある

と考えて設定した。縦軸は手の機能を,3段 階に分け

て分類 した。この分類をそれぞれ大分類,中 分類,小

分類と呼ぶことにする。横軸は道具の機能を設定した。

道具の機能の分類のうち,「刃物の分類」には橋本2'

の文献を使用した。維軸が人間の手の持つ基本的な機

能であるのに対 して,積 軸は道具の持つ特有な機能を

設定した。これらの軸は,縦 軸が下から上へ,横 軸が

須藤 森 :熟練と道具編成の変化

図31 手 の機能と道具機能で構成 した尺度

左から右へいくに従って,手 や道黒の使用に伴う運動

範囲が広がるように配置した。道具を両軸上の点とし

てプロットすることによつて,道 具編成は点の集合と

して表すこと力Sできる。

この分析の対象とした文献は以下の通 りである。大

工道兵の編成の分析には村松3)の 「わが国大工の工作

技術に関する研究Jを 使用した。木工職種の分析には

下中均の 「木工諸職の使用工其の一覧 (成田寿一郎作

成)Jを 使用した。また,手 術器具の分析には須磨他ゆ

の 「手術室の設計 設 備 機 器 運 営」及び曲直部2〕

の 「必修外科学 総編集」を使用した。

33結 果

(1)大工道具編成の分類

図32は ,村 松帥に記述してある 「大工道具の編成J‐

を尺度上に描いたものである。縦軸の大分類の手の機

能は,「つかむ手」,「形づ くる手」,「その他 (線を引

く機能)Jか ら構成されている。「つかむ手」の機能は

「牽引する」道具の機能に対応する。「形づくる手」の

機能は 「叩く」,「削る」,「切る」,「接合する」,「はか

る」道具の機能に対応する。「その他の機能」は 「線

を引く」道具の機能に対応する。中分類で,最 も多く

道具の機能が集中しているのは,「分書lする」手の機

能で,「叩くJ,「肖けるJ,「切るJ道 具の機能が対応す

る。小分類の手の機能で 「切る」機能は道具の機能に
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おいて 「削るJ,「切る」の2つ に分かれているとこの

道具はかんな,鋸 ,の みで先端に刃物がついている道

具である。中分類で 「保つ」,「加圧する」手の機能に

対応する道具の機能は見いだせない。

(2)木 工職種の道具編成の分類

図33～ 図310は ,下 中りの内容をもとに,木 工職種

の道具編成をプロットしたものであるも図は順に船大

工,家 大工 宮 大工,そ ま 木 挽〕指物師 建 異師,

桶 梧 作り師,彫 亥1師,挽 物師,下 駄作 り師の道具編

成を表している。これ生の図は,製 作物の大きいもの

(船)か ら,小 さいもの (下駄)の 順序になつている。

プロットされた点の数はlFAに,7,9,6,10,8,6,9,

6となっており,プ ロットの数と製作物の大きさとの

間には,際 だつた関係が認められない。しかし,プ ロ

ットの多いものは,指 物師 建 具師,家 大工 官 大工

などのような細かな,造 作を必要とする職種である。

全ての職種に共通する手の機能は 「形づくる機能J

の小分類である 「打つJ,「切る」,「多つ」,「はかるJ

である。「切る」は道具の 「削る」,「切る」の2つ に

対応する。この他は,「手の機能」と 「道具の機能」

が 1対 1で対応している。全ての戦種における中分類

の手の機能で,「加圧する」に該当する道具の機能は

見あたらない。
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図32 大 工の道具の分析

木工道具の編成は,「分割する」,「接合する」,「はか

るJを 基本に持ち,指 物師 建 具師,桶  樽 作 り師,

彫刻師,挽 物師,下 駄作り師の持つ 「固定するJや ,

家大工 官 大工,指 物師 建 具師が持つ 「動かす」は

職種により差追が表れる。

(3)手術器具の編成の分類

図311,図 312,図 313は,須 磨他ゆ及び山直部幼

の文献をもとに,外 科手術で使用する道具編成を描い

たものであるも対象とした手術の種類は,図 3‐11が消

化器外科及び心臓血管外科,図 3‐12が整形外科,図 3

13が脳神経外T4である。

全てに共通する小分類の手の機能は,「支える」,「回

定するJ,「動かす (運ぶ)」,F切 る」,「媒介物を用い

て接合する」である。中分類の手の機能で 「保っ」,

「取る 保 つ 離 すJ,「分割する」に道兵の機能が集

中している。「支える」,「動かす」,「切るJは ,道 具

の機能で2つ以上に分かれている。手術の種類による

特徴は,消 化器外科及び心臓血管外科で 「保つ」,「取

る 保 つ 離 す」に集中し 「分割するJは 少なく,そ

の他では 「みるJを 持うていると整形外科の道具編成

は,「分割する」が多い。また,脳 神経外科の道具編

成は,「保つJ,「取る 保 つ 離 す」に該当する道具

の機能が多い。            |
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須藤 森 :熟練と道具編成の変化

手の種能の小分類

A B10101[lF G HII J K L ‖

道具の機能

手の機能の小分類

六 B C D [ F 6 H | 」 KlLi常

道具の強|

手の機能の小分類

はかる ●

,っ ●

】る ● ●

A B C D = S ! K L H

図33 船 大工の道具の分布

図35 そ ま・木娩きの道具の分布

図34 家 大工 宮 大工の道具の分布

図36 指 物師 ・建具師の道具の分布

手の機能の小分類

A18 91[ F 6 HIIIJlKi[|‖

具の機能
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手の機能の小分類
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図39 挽 物師の道具の分布

図311 消 化器 ・心降血管外科医の道具の分布

図3‐10 下 駄作り師の道具の分布

図312 整 形外科医の手術器具の分布
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図313 脳 神経外科医の手術器具の分布
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このように手術器兵は,手 術の種類が異なることに

関係なく基本的に同じ手の機能を持つているが,道 具

の機能で差違がみられる。

(4)手術器具と木工道具の比較

図3‐14は,手 術器具と木工道具編成の道具の機能を

描いたものである。手術器具と木工道具に共通する手

の機能の小分類は,「固定する」,「動かす (逗ぶ)」,

「打つJ,「切るJ,「第つ」,「媒介物を用いて接合J,

「その他の機能」である。手術器具のみが持つ手の機

能は 「支えるJで ある。木工道具のみが持つ手の機能

は,「掻く」,「はかるJで ある。同一の手の機能にお

いて道具の機能で2つ以上に対応している内容は,手

術器具では 「支える」,「動かす (運ぶ)J,「切るJで ,

木工道兵は 「切る」である。両者とも持っていない手

の機能は,「重しするJ,「制御するJ,「こねるJ,「圧

しつけるJ,「圧しくだく」,「媒介物なしに接合」,「感

じる」であつた。

木工職種の機能が 「切るJ,「穿つJと いう手の機能

に集中し,手 術器具が 「支えるJ,「動かすJ,「切る」

という手の機能に集中していることから両者の差追が

わかる。このように作成した尺度は,異 なる職種や作

業内容の道具編成の差違を明示しうる。

34考 察

(1)大工及び木工載種の道具編成の検討

須藤 森 :熟練と道具編成の変化

図314 手 術道具と大工道具の比較

次の3点 から考容することにしたい。第 1は技能者

の運動及び動作範囲である。第2は作業方法,第 3に

作業結果である。

技能者の運動及び動作範囲から木二職種を考察する

と,立 ち作業と座作業に分けられる。主に立ち作業を

行う職種には,船 大工,家 大工 宮 大工,そ ま 木 挽

きである。主に座作業を行う職種は,指 物師 建 具師,

桶 樽 作 り師,彫 刻師,挽 物師,下 駄作 り師である。

立ち作業職種に共通している手の機能は,「打つJ,「切

るJ,「穿つJ,「はかるJ,「その他の機能Jで ある。圧作

業職種に共通している手の機能は,「固定する」,「打つJ,

「切るJ,「算つJ,「はかる」である。両者とも共通して

いるのは 「打つ」,「切るJ,「穿つ」,「はかる」である。

異なる点は,座 作業職種には 「固定する」手の機能が

入つていることである。これは,立 ち作業職種では回

定する作業を自分の体もしくは固定するための作業台

などがあるからと考えられる。
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必要となる。彫刻師は元の材木から切 り取ったり,削
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てはいない。

次に作業の結果から木工道具を考察するには,製

品の大きさと作業者の人数,原 材料を製材する加工

か,製 材から製品を作 り出す加工かを考慮する必要

がある。製品の大きさと作業者の人数は,「製品が比

較的大きく作業者が複数である場合Jと ,「製品が比

較的小さく作業者が 1人である場合Jに 分けられる。

前者に該当する職種は船大工″家大工 宮 大工,そ

ま 木 挽きである。後者に該当する職種は指物師

建具師,桶  樽 作 り師,彫 刻師,挽 物師,下 駄作 り

師である。この分類は作業時の姿勢の分類と同じで

あるから,両 者の差追は製品が比較的大きく作業者

が複数の職種には 「固定するJ機 能が無 く,製 品が

比較的小さく作業者が 1人 であるJl■種には 「固定す

るJ機 能があることになる。これは,製 品が大きい

場合には部材自体が大きく,重 くなるため,固 定す

る機能は必要がなくなる。あるいは大型の部材を固

定するための道具が,道 具編成とは別に存在すると

考えられる。また,製 品が小さくなると部材 も小さ

く軽 くなり,加 工精度が高 くなるため,回 危する機

能が必要になると考えられる。原材料を製材する加

工か,製 材から製品を作 り出す加工かについては,

前者に該当する職種がそま 木 挽きで,後 者に該当

する職種が船大工,家 大工 宮 大工,指 物師 建 具

師,桶  樽 作 り師,彫 刻師,挽 物師,下 駄作 り師で

ある。船大工″家大工 官 大工,指 物師 建 具師,

桶 樽 作 り師,周夕刻師,挽 物師,下 駄作 り師は,部

材加工から組み立て,仕 上げの加工まで行うので,

そま 木 挽きの道具編成の機能に加えて,「固定す

る」,「動かす」,「媒介物を用いて接合する」機能が

力]わっている。

このように各職種ごとの作業の内容〕運動範囲,製

品の目的や機能を反映 して道具編成が成 り立つことが

明らかになった。

(2)手 術器具の編成の検討

技能者の運動及び動作範囲については,全 ての手

術が主に手先 による作業であることか ら,細 かい操

作がで きるような機能が道具編成 に含 まれている。

消化器及 び心臓血管外科の編成 は,道 具の機能で

「みる」があり,こ れはより細かい操作に適した編

成である。消化器及びツぷ臓血管外科以外の手術器具

ではこの特徴がみられない。

作業方法については,全ての手術の種類で 「支えるJ,

「固定するJ手 の機能が多い。この理由は次のような

点にあると考えられる。手術において作業エリアをし

っかりと固定して,術 野を確保することが必要となる。

また,「動かす (逼ぶ)J,「切る」手の機能が多くある

のは,人 体の臓器テ器官のように織細なものを扱うた

めと考えられる。「媒介物を用いて接合する」手の機

能は,手 術では針と糸に相当するので不可欠な機能と

いえる。整形外科では,「打つJ,「算つJと いう他の

手術器具にはない手の機能を持つが,こ れは骨に対し

て使用するものである。臓器,器 官の対象が果なると,

道具の機能が変化することを表している。

(3)木工道具と手術器具の編成の検討

木工職種は部品を組み立てて製品を製作するので,

「固定する」機能は部材を組み合わせるときに使用さ

れる。そして,寸 法を正確にする必要があり,「はか

る」,「線を引くJ機 能を持っている。材料を徐々に掻

き落とす作業が木工職種にはあり,台 直しかんなやヤ

スリなどの道具が対応している。手術器具は,術 野を

確保するために人体を切 り開き,開 いた状態を保持す

るため,「固定する」,「支える」機能を持つている。

人体の組織などを対象とするときには,細 かい操作が

求められ,「みるJ道 具の機能を持っている。

基本的な目的や,求 められる結果が道具の機能とど

のように関係しているのであろうか。木工職種では製

品の仕上げ加工が重要であることから,仕 上げ専用に

「削るJ道 具の機能がある。手術では器官の機能の回

復が重要なため,仕 上げ用の道具の機能は 「接合する」

以外はなかった。

木工職種において特定の機能に集中している理由に

は,求 められる製品の精度や仕上がりが重要なので,

「切る」,「削る」道具の機能が必要になると考えられ

る。同様に手術器具では,体 内での作業性を高めるた

め,固 定する道具の機能が多く,ま た,人 体器官の織

細なものを扱うため,形 状や柔らかさなどに応 じて動

かす道具や切る道具の機能が多くなると考えられる。

4.熟 練度別にみた道具編成の違い

4-1研究目的

技能レベルに対応 して道具を編成 してゆくことは論

理として明解である。換言すれば 「技量が道具に反映

する」 ということである。同一職種でも,技 能者の熟

練度が異なると作業の質や量が変化 し,求 められる作

業成果にも差違が生 じると考えられる。そこでこの研

究では,同 じ職種において熟練度の異なる技能者の所

有する道具の編成を検討する。ここで使用する尺度は,

前述の手の機能と道具の機能による分4R尺度に道具の
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数量軸を加えて, 3軸 で検討する。

4‐2研 究方法

調査した家具製作会社の所在地は東京者F大田区である。

社員数は83名 (19961月現在)で ある。組織は総務部と統

括管理部及び制作部の3部門からなり,制 作部はさらに組

立部,木 取部,塗 装部,運 送部,工 事部の5つ に分かれ

ている。家具などの製作の技能者は組立部に所属し,班

に分かれて作業を進めている。 1つの班は1～ 3名で構

成され,各班には1名の熟練者がおり,班長となっている。

班員は1年 ごとに異なる班長に付いて仕事を行う。これ

によつて様々な仕事の方法を習得するようにしている。

家具製作の具体的な仕事内容は 「木材の木取り」,「木材

の加工」,「組み立てJで ある。入社した段階で,あ る程

度の道具が渡された後は,必 要なものを原則として自

分自身で買い揃えていく。

この会社の営業種目は,特 注家具及び特注椅子製造

(営業用 ホ テル用 住 宅用),店 舗↑器 (百貨店 ホ

テル等のショーケース等),商 業施設 内 装設計 施

工 (百貨店及びホテル内専門店,一 般専門店舗 会 議

室等),各 種ベッド製造,住 宅 リ フォームなど,多

岐にわたる。これらの製品はほとんどが数本,あ るい

は大量生産する前の試作品として 1本 のみ製作される

もので,多 品種少量生産を行つている。要求される熟

練度は極めて高く,我 が国でも有数の水準である。

調査は,組 立部の技能者全員を対象に,1995年12月～

1996年1月に実施した。

技能者の熟練度は,高 い方からA,B,C,Dの 4段

階に分類した。A,Bを 「熟練者J,Cを 「半熟練者J,

Dを 「未熟練者 (入社1年以内で研修生として働 く者)J

と設定 した。人数はAが 3名 ,Bが 3名 , Cが 3名 ,

Dが 4名 の合計13名である。仕事を行うときは, 1人

のAと 1人 または2人 のCが 班を構成し,大 型または,

製作する上で難易度の高い曲面を多用 した製品を製作

する。Bは 単独で中型の製品を製作する。Dは 指導員

のもとで棚板を製作する作業を行う。作業者は誰でも

最初はDか ら始まり,経 験年数と実力を増すごとに上

の熟練度にあがり,最 終的にAの 熟練者になる。A,

B,C,Dの それぞれの経験年数は,Aが 15年以上,

Bが 8～12年,Cが 3～6年,Dが 1年未満である。Dは

自分の所有しない道具で必要な道具があるときは,他

の作業者から道具を借 りる。Cの 仕事の内容は棚板作

りに加え,Aの 補助的な作業を行う。Bの 仕事の内容

は,与 えられた図面から原寸図を作成し中型の家兵を

製作する。また,箱 状のカウンター,テ ーブル,玄 関

用の ドアなど四角の形状をした製品を製作する。技量

が上達すると出面を多用 した複雑な製品を製作するよ

うになる。Aの 仕事の内容は,製 図より原寸図を作成

し,大 型の家具または由面を多用した難易度の高い製

品を製作する。

家具木工を調査対象として選定した理由は,①家屋

などの建築物と比べて製品が完成するまでの期間が短

いこと,② 家具木工で使用する道具は,工場など1箇

所に集中していることからである。

調査の手続きは以下のように行った。技能者の所

有道具の種類と数量を用紙に記録 し,そ の形状を写

真に撮影した。この後に面接調査を行つた。主な内

容は 「仕事内容 製 作物J,「道具編成の仕方」,「道

具の管理」,「自作道具J,「使用頻度の高い道具Jの 5

項目である。一人当たりの調査に要した時間は面接

調査が5分～15分 で,道 兵の種類 数 量 形 状の記録

が 1時 間～3時 間である。

43結 果

(1)熟 練度と道具数の差違

写真ⅢlはDの 所有する道兵編成,写 真42は Bの 所

有する道具編成である。表41は A,B,C,Dが 所有

する道具の種類と数量 (平均値)を 示している。道具

の種類は73であるが,Dが 18種,Cが 53種,B力 X3種 ,

Aが 72種であった。図41は 熟練度と道具数の関係を描

いたものである。熟練と共に道具数が増加 しており,

道具数でみるとAは Dの 約18倍であり,Cや Bに 対し

て約25倍 の本数を持つている。熟練の初期ほど増加率

が大きい。Bと Cを 比較すると,道 具の種類はBの 方

が多いが,総 数には差違が少ない。

(2)熟 練度と道具編成の差違

表42は ,道 具を種類ごとに分けたものである。道具

の種類は,測 定具,線 引き具,鋸 ,か んな,の み,小 刃

物,錐  ド リル,玄 能 植 ,釘 抜き,や すり, ドライバ,

ベンチ プ ライヤ そ の他工具,ロ ーラ 千 枚通し,ク

ランプ 端 金,そ の他の電動工具の15に分類した。

図42は , この15分類によって熟練度別にみた道具編成

を表している。熟練度によって差違が顕著になるものは,

かんな,そ の他の電動工具,錐  ド リルである。かんな

の道具数は熟練度が高くなると道具数も多くなる。その

他の電動工具 (ルータなど)は ,Dが 0で ,Cと Bは ほ

ぼ同数であり,Aは 極めて多い。これは,熟 練度別の道

具数の追いに類似している。錐 ド リルは,Dは 0で B
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写真4 1 熟 練者Dの道具編成
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図4打  来 練度別にみた道具総数 (本)

写真 42 熟 練者Bの道具編成

よりもCの 方が若干多 く,Aが 極めて多い。Bと Cで は

道具数の逆転が起こることを示している。 しかし,か ん

な,そ の他の電動工具,錐  ド リル以外の道具について

は差追がない。

図4‐3は道具の種類別の構成を示している。Cか らB

にかけて構成害!合が増加する道具はかんなであ り,害j

合が減少する道具は錐  ド リルである。Cと Bは 道具

編成を構成する道具の割合に差違がある。Bか らAに

かけて割合が増加する道具はその他の電動工具であ

り,減 少する道具はベンチ プ ライヤ そ の他の工具

である。Bと Aの 違いはかんなに見 られる様に仕上げ

加工に関わる道具である。

(3)熟練度と道具の種類別にみた道具編成

①測定具

図44は熟練度別の測定具数を示している。熟練度に

よっていずれの道具においても差違が見られる。スコ

ヤは錐 ド リルと同様,Cが Bよ り多く持つており,

道具数が逆転する。木短は自作道具であり,D,Cで

は所有していないが,Aは Bの 7倍以上所有している。

留定現と自由矩はその他の電動工具 (ルータなど)と

同様に,C,Bが ほぼ同数を持っている。直定規につ

いてはBが 最も多く所有している。下端定規とノギス

はBと Aで 追いはみられない。また, 自由矩と留定規

はBと Cで 差遣がない。
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表 4 1 熟 練別にみた所有道具の種類と数量

道具名称 ll(N=4) C (Nこ3) B (ll=3) A (ll=3)

1ス コヤ 2 〕

3

尺 3

4差 尺 2

5直 定規 3

6留 定規

白IL m

i端定 規
′ギス

き

2

2 白書き 0 3

3 れ列軽 3

4明同付き鋸 0 3

5寝 挽鋸 3 33

″な

9長 台かんな
合直 夕かんな ▼

21!際かんな 2 Ⅲ3

′な

夕な

ノえi

′な

んヽな

′な

l 3

ょうたん面かんな

′な

ン樹情用かんな 1

″な 3 Ⅲ3

ンな

種ヽ

れヽのみ 2

き (押し)の み , 7

「の他ののみ
8 33

刀ヽ

み錐三日
み鑑Eコロ

み難つほ
ドリル 6 ; 7

フ ツ S 7

ブ ツ

67

3

(玄能以外)
52釘 締め
531釘抜き 3 67

ノヽ 一 ル 3 00

ベーバ有

や す り
‐
ング

tライバ
電 動 ドライアヽ
トフインヽ Lウ ト
ベンチ
フライヤ

ッタヽ 6

: ヒ の工具
かヽ ら

日 一 ウ 0 67

6 7 棋遠じ 1 00 2

ランブ 4

3 3

ン  ド ライヤ

7 1 レー

72 レータビット
73 トリマ

合計数 26 00 186 67 19000 468 3
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種 類 道具名称

1 田定具 ヤ

短

コ

由

ス

自

木短 売 しがね.E足 規,督 足規

下端定規 ノ キス

燦引具 萌罫 引 き 露 罫 与| き、 日腎 き

その他の鑑 シ グソー

かんな 子かんな 長 台かんな 台 直しかんな 際 かんな 脇 かんな 内 九かんな

外丸かんな 反 り台かんな 南 京かんな 坊 主面かんな、切り面かんな

ひょうたん面かんな せ めかんな メ ラミンtl店月かんな 平 小かんな

電動かんな 目 地払いかんな

の み おいいれのみ 実 ナのみ 向 告のみ そ のlthののみ

小刃物 彫刻刀 小 刀

ヽ jル もみ範 (二つ 目 四 つ 目 つ ぽ) 電 動 トリル  ド リル ビッ ト

ヤtt Se 【玄使 中 玄能 小 玄住 植

釘抜 き 釘r8め  釘 務 吉  /ヽ 一ル

やすリ ベーバ 合  六 や す リ ヤ ンダ

トライ′ヽ トラ インヽ  雪 動 トライ ン`  ト ラ イ ン` だ ツ ト

ベンテ ブ ライヤ ベンテ ブ ライヤ、ニッパ そ の他の道具

1 ローラ 予 棋退し ローラ 予 標適

クランブ 錦 今 クランブ  端 今

その他の電動二具 ルータ ト リマ ル ータビット ア イロン ド ライヤ

ローラー 千 枚通し
やすり韓欽

釘抜き務政
玄絶 極 総数

小刃物拷強
のみ幾敷

かんな終政

毎韓故

線引き具韓数
rH定泉籍数

図42 熱 練度別にみた種類別道具数 (本)

職業能力開発大学校紀要 第 26号 B(人 文 ‐教育編)

表 4‐2 本 工道具の分類

/控 ・ドリルお鼓
ペンチ ・ブライヤその他工果

れ縄 品 数
クランブ 端 登構強

②かんな

図45は 熟綾 別 「かんな」の数量を示

している。平かんな,際 かんな,坊 主面

かんなは熟練度に比例 して増加する。長

台かんな,台 直 しかんな,南 京かんな,

その他の面取 りかんな,平 小かんなの道

具数はDは 所有 していないがC,B,A

と増加する。これらは熟練に伴つて作業

の拡大に合わせて所有する道具と言える。

脇かんな,内 九かんな,外 九かんな,ひ

ょうたん面かんな, 日地払いかんなはB

とAで 所有する。熟練度が高くないと使

用できないか,熟 練度が高くならないと

使用の機会がない道具と言える。

図4‐6はかんなを用途別に分類 し,数

量の差違を示した。平面用かんな,面

取 り用かんな,及 び溝用かんなは,熟

練度が高 くなるとこれに対応 して緩や

かに増加 し,曲 面かんなはBか らAに

向けて数が急増する。平面用かんなは

部材の削 り落 としから表面仕上げま

で,あ らゆる作業において使用される。

面取 りかんな,溝 かんなは部材の綾,

段欠きや溝及び曲面を肖Uる道具であま

り使用されない。このように, よ く使

う道具は熟練の初期で増加率が大 き

く,あ まり使わない道具は熟線の後期

で増加率が高いことがわかる。

③鋸

図47は 熟練度別に見た鋸の数量を示

している。横挽鋸はCで 最も多く,B

→Aで 減少する。胴付き鋸は熟練度が

高 くなると数量も増加する。両刃鋸,

ジグソー,そ の他の鋸は,D,C,Bは

ほとんどが所有 していないが,Aで 増

大する。熟練が進行すると [横挽き鋸

→胴付き鋸→両刃鋸,シ グソー→その他

の鋸]の 順で道具を加えてゆくことが

わかる。横抗き鋸は万能加工,,同付 き

鋸は精密加工の役割を持っている。両

刃鋸,プ グソーは作業の能率を上↓デる

ことへ,そ の他の鋸は,こ れら以外の

加工をする役害!をそれぞれ持っている。

国その他の■駒エユ

ロクランブ 端 金

日へち ロ ーラー そ の他工具

■木ンチ ブ ライヤ そ の他工具

ロ ドライ′く

四やすリ

国釘抜き

口ま能 捜

日饉 ド サル

白小刃軌

0の み

■かんな

口露

□線を引く道具

●測定具

図43 熟 練度別にみた各道具の構成 (%)
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木矩  留 定規  自 由拒  売 尺   を 尺   直 定規 下 端定規  ノ ギス

図4‐4 燕 練度別にみた測定具の数量 (本)

図 45 熟 練度別にみたかんなの数量 (本)

(4)熟 練度と道具編成の分類結果

これまでのデータ基を,手 の機能軸,

道具の機能軸,道 具の数量軸の 3軸 の

座標軸上にプロットした。

表431よAが 使用する道具編成を道具

の機能へ分類 したものである。図33～

図38に 示 した木工職種 と異なる部分は,

はさむ道具にベ ンチ プ ライヤ,削 る

道具 にやす り,切 る道果にルータ,小

刀 彫 刻刀,接 合する道具に ドライバ

が加わった点である。図48は ,Aの 道具

編成を手の機能と道具の機能に分類 した

ものである。図3114の木工職種 と異なる

点は,「動かす (運ぶ)」手の機能に対応

して,はさむ道具の機能が加わつている。

図491まれ B,C,Dの 使用する道具編

成を3軸上に描いたものである。A～ C

は所有しているが,Dが 所有しない道具

機能には「固定する (静的に)」,「抵く」,

「第つJ,「その他 (線を引く道具の機能

に対応する)」である。Dの道具数が多

い順に4つ あげると,「切る (「削るJ

道具の機能)」,「切る (「切るJ道 具の

機能)」,「打つJ及 び 「媒介物を用いて

接合する」である。同様にしてCの 道

具数の多い順に3つあげると,「多つJ,

「切る(「切る」道具の機能に対応する)J,

「媒介物を用いて接合する」である。特

に 「年つ」が他の機能と比べて突出し

ていることがわかる。Bの 道具数が多

いlFRに3つ挙げると 「穿つJ,「媒介物を

用いて接合する」,「切る (「削る」道具

の機能)」である。手の機能が集中する

「打つ」,「掻くJ,「切る」,「多つ」で道

具数が多い。Aの 道具数の多い順に3つ

挙げると 「争つ」,「切る (「切るJ道 具

の機能)」,「切る (陪JるJ道 具の機能)J

である。「第つ」手の機能を頂点に道具

数が分布している。中分類の 「分害!す

る」,小 分類の 「媒介物を用いて接合す

るJ手 の機能に集中している。

図49を見ると,熟 練度が高くなると

道具数は手の機能の 「媒介物を用いて

スコヤ

目
地
払

い
機

電
動

か
ん

な

2 0

坊

宝
面

か
ん
な

両

一ネ
か

ん

な

反

り
台

か

ん
な

■
う

た
ん
面
か

ん
な

切

り
面
か

ん
な

メ
ラ
ミ

ン
申
活

用
か
ん
な

そ

の
他

面
取

り
か
ん
な

台

直
し
か

ん
な

口曲面用

回面取り用

口溝用

口平面用

図4‐6熟 練度別にみた用途男Uかんなの数量 (本)

平
か
ん
な
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500

300

1 00

400

000

図4‐7 熟 練度別にみた鋸の数量 (本)

表 43 道 具構成の機能別分類

道具の機能 大工道具

A る クランブ,瑞 金

8

C牽 引する 打宏 き , パ
ール

Dほ さむ ベンテ ブ ライヤ
Eす <:

Fた

Gは

H肖Jる かんな,や すり
1 切 る のこ の み  き リ ル ータ ,小 刀 彫 刻刀

」授 合 す る アイハ

Klまかる マ

短

コ

一山

ス

自

不純 ,定 しかね 直 足規 ,督 形足規

下指定規  ノ ギス

線 を引 く けがき 臼 奮き
Mみ る

接合するJ,「固定するJで 顕著に増加する。Dの 道具

編成は,Aの 道具の機能の基本的内容を少しずつ持っ

ている。Cの 道具編成はAと 同じ機能を持つが,全 体

の道具数は少なく,「穿つJ手 の機能のみが突出して

いる。Bは Cと 比べて 「切る」手の機能は少ないが,

他の機能ではCよ り多いことがわかる。Aの 道具編成

はどの機能においても他の技能者より数量が多い。特

に手の機能が集中している 「切るJ,「穿つ」は多くな

る。その他に 「固定する」,「媒介物を用いて接合Jす

る手の機能で数量が多い。

4‐4考 察

(1)熟練度と道具数の関係

これまでの検討から熟練度が上がると道具数が増加

することを明確に示すことができた。さらに熟練度に

対する道員数の関係に,あ る規則性を見出すことがで

きる。①熟練度の高まりに対して道具数の増加が同時

進行するタイプ。②道兵数がある時期まで変化が

なく,作 業者がある熟練度 (特にA)に 達したと

き,道 具数が急激に増加するタイプ。③熟練度の

高まりに対 し,あ る期間 (特にC Bの 間)に おい

て熟練度の低い者が高い者より多 くの道具を所有

するタイプであ。①の傾向が顕著にみられるのは

「かんなJで ある。特に 「平かんな」は作業中のあ

らゆる場面で最も多 く使用される。家具製作では

部材加工″組み立て,仕 上げの段階で 「平かんなJ

の使用頻度が高いため,常 に使用できる状態のも

のを用意 しておく必要がある。刃先の磨耗や欠損

に対応するため,常 に複数本用意 しているものと

考えられる。また,熟 練度が高 くなると共に製作

する製品の大型化″複雑化が進み 「かんな」の使

用頻度が多 くなるためと考えられる。②の傾向が

顕著にみられる 「木矩J,「反台かんな」はそれぞ

れ道具の寸法 形 状が,対 象物 に対応 しない と使

用す る事がで きない道具である。 この ような道具

は,あ らゆる注文 に応ず るため にある程度 の数量

が必要 となる。 このため, Aは これ らの道具 を自

作 し,急 激 に増大すると考 えられる。「その他電動

工具」が増加す る理 由は,先 端 に接続す る刃物部

分の種類が増加するこ とと,本 体部分 を複数所有

することが挙げ られる。 これは,本 体が1 4固だけだ

と作業中に先端部品をい ちいち交換す る必要があ

るが,複 数所有すれば異 なる種類 の先端部品 をそ

れぞれ接続す ることで交換する手間 を省 くことが

できる。③の傾向がみ られる 「錐  ド リル」が C

よりもBの 道具数が少ない理由は,次 のように推

測できる。D,C,Bの 作業者は家具の取 り付けの

ため社外の現場へ行 くことが多 く,紛 失 しても補

充がままならないためと,消 耗品扱いの道具 (例

えば ドリルの先端部分や ドライバなどの工具類)

でもあり,数 量の変動が大きいものと考えられる。

(2)熟練度と道具機能の関係

熟練度別に道具の機能をみると道具数は,主 に 「分

割する」手の機能の 「切る」と 「努つJで 増加してい

る。熟練度の異なる各技能者の道具編成は,そ れぞれ

の仕事の内容に合った編成となっていると指摘でき

る。作業の内容と道具の害J合を検討することで熟練度

との関係が推祭できる。例えば図43の Bと Cの 作業者

の道具の構成割合において, Cは 「多っJ手 の機能を

持つ道具,つ まり錐 ド リルを多く所有しているが他

の手の機能についてはかなり少ない。それに対 してB

は錐 ド リルの本数ではCよ り少ないが他の手の機能

における道具数がCよ り上まわる。とりわけ,削 る手

ロジグソー

ロその他の鑑

口機擁鋸

■胴付き鋸

口両刃鰐
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図49 熟 練度別にみた道具編成の変化
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の機能を持つ道具であるかんなの数量が増加 してい

る。道具編成の構成割合からみてもCか らBで はかん

なの割合が増加していることがわかる。このことから,

熟練度の具なる技能者では道具を集めるときの視点が

異なると推察できる。特にCと Bで は仕事内容が大幅

に変わるため熟練度と道具編成及び仕事内容との関係

がよく現れている。技能者の道具編成に関する視点の

設定に際しての条件は,自 分の技能の水準 (腕前),

仕事内容,予 算などである。熟練度別の道具編成に際

しての基本的な視点設定は,未 熟練の頃は木工の基本

道具編成で,半 熟練の頃は仕事を正確にこなすための

道具編成,熟 練者の初めの頃は仕事を早 くこなすため

の道具編成,最 終的な熟練者は多様な注文に対応でき

る道具編成であると考えられる。

5.討 論

5」熟練の進展に伴う道具編成の特徴

技能者の熟練度が高くなると,所 有する道具の数量及

び種類が増加することが今回の調査で明らかになった。

熟練の初期でその増加率は高く,後 期では低くなる。従

つて,仮 調③の 「技能者の熟練度が高くなると道具数は

増加するJは 確認できた。

熟練度別の技能者の仕事内容からみると,技 能者の

熟練度が高 くなると製作物が大型化 複 雑化 してい

く。熟練した技能者は,製 作4/2Jの大型化 複 雑化によ

って,1つ の製品を製作するまでに切る,削 るなどの

加工を多くこなし,毎 回果なる製品を作る。このため

熟練度が上がると様々な加工に対応できるように,道

具を揃えておく必要がある。このことから技能者の道

具編成の切る,削 るための道具は増加すると考えられ

る。

技能者の熟練度別道具編成の変化を表すと図51の よ

うになる。Dの道兵編成は様々な加工に対応できる万能

用もしくは基本的な道具である。Cの道具編成は家具の

部品や家具の装飾部品の加工など細かい作業を行うため

精密加工用の道具が基本的な道具の他に必要となる。さ

らにBの道具編成はできるだけ多くの家具を製作する必

要があるため,作業能率用の道具が必要になるのである。

Aの 道具編成は,大 型の家具や技術的に難易度の高い曲

面を多用した家具などを製作するためのものである。同

じ加工をする道具でも様々な寸法の多様な加工用を所有

する必要がある。このように,仕 事の内容を反映して,

熟練の進展の各段階の中心的課題に対応して,道 具編成

が変化していると考えられる。

5‐2機能者の道具の編成要因

図51 熟 練度による道具編成の変化

技能者が道具を編成するには一定の理由が考えられ

る。ここでは本研究の結果を基礎にしてこれらの要因

について検討することにしたい。

(1)仕 事内容の要因

熟練度の異なる技能者は,そ れぞれ仕事内容が決め

られている。Dの 仕事内容は 「単一部品製作」である。

Dの 道具編成は道具の機能と手の機能の分類より,本

工道具のすべての機能を備えていないが,木 工道具編

成の大まかな機能を持つており,基 本的な道具編成と

いえる。Cの 仕事内容は 「複数の部品製作」である。

Cは Aの 補助的な作業を行う。Cの 道具編成は,木 工

道具のすべての機能を備えているが道具数が少ないの

で,家 具を一人で製作できるほどではない。Bの 仕事

内容は,「中型の家具の原寸図作成,部 品製作及び組

み立て」であると道具編成は木工道具のすべての機能

を備えている。しかし個々の道具,特 にかんなについ

ては,曲 面用のかんななどが少ないため,複 雑な力l工

をともなう家具の製作をすることができない道具編成

である。Aの 仕事は 「大型または複雑な家具の原寸図

作成,複 数の部品製作及び組み立て」である。Aの 道

兵編成は本工道具の全ての機能を備えており,あ らゆ

る加工に対応できる。これらのことから 「仕事の内容

が変化すると連鎖的に道具編成も変化する」といえる。

具体的には 「かんなJの なかで曲面の加工に対応する

反り台かんなの数量が増加する。したがって,仕 事の

内容の高度化,細 密化に応じて道具も専門分化したと

いうことができる。仮説②の 「技術の高度化〕細密化

に応じて道具の種類や数量も増加する」は確かめられ

たc

(2)加工方法の変化の要因

木工道具と手術器具の編成は手の機能と道具の機能

に分類したとき,木工道具が手の機能の 「切る」,「第

つ」が道具の機能で分化しているのに対して,手術器

具が手の機能の 「切る」,「祭つJの ほかに 「支える」,

万能的な加工に使用

精密なカロエに使用

多様な加工に対応
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「固定する」力S道果の機能で分化している。このこと

から,両 者の加工方法 (作業方法)は 木工職種が 「切

るJ及 び 「多つ」ことが特徴的に行われるのに対して,

手術が 「支える」,「固定する」及び 「切る」,「穿つ」

が特徴的に行われる。これは木工職種と手術の対象の

大きさが果なること,素材が異なること)作 業の目的

が異なることが加工方法に変化をもたらすことを示し

ている。したがって加工方法の変化が道具編成に変化

をもたらすと言うことができる。仮説③の 「加工方法

の変化が道具に変化を促すJは 確かめられた。

(3)製品の機能もしくは作業結果の変化の要因

木工系職種及び手術の種類が変わると道具編成の機

能も変化する。木工系職種では製品の精度や整った仕

上げを達成するために道具編成は 「切る」,「削る」,

「第つJ機 能が充実し,手 術では確実に身体の機能が

回復するために作業を安定して早く進めるために道具

編成は身体を 「固定する」,「支える」機能が充実して

いる。したがって製品または結果に文すする要求の変化

は道具編成に変化をもたらすと言える。仮説④の 「製

品ニーズの変化が道具を変化させる」は確認できた。

仮説①の 「扱う材料の変化が道具を変化させるJは推

定はできるが,今 回のデータからは判断が出来ない。

従つてこの仮説は確認できない。

(4)作業能率の要因

技能者の熟練度が高まると共に,電 動工具,そ の他の

能率に関わる道具が増加する。熟練度に対する鋸の数量

の変化で,Bか らAに 向けて両刃鋸,ジ グツーが増加す

る。これと同様にBか らAに 向けて,そ の他の電動工具

(トリマ)が 増加する。このことから,作 業の能率化を図

るために道兵が変化するといえる。

53道 具の分類尺度の設定とその妥当性

手の機能と道具の機能の2軸 の尺度を作成して,こ れ

を用いて検証を試みた。木工8職種と外科手術 3分野に

ついて適用した。これによつて職種や仕事の差追を道具

編成の側面からも校計が可能になった。この尺度の特徴

は第1に全く異なる分野の戦種 仕 事間についても同一

の条件で比較が可能なことである。第2は手の機能と道

具の機能とでその道具編成の広がりを明示し得ることで

ある。第3は技能者の運動範囲という視点を導入したこ

とである。

しかし,尺度そのものが精細でないことは否定できな

い。このために,職種間の差違が当初想定していたより

も,明確に出来ない面が多くあった。例えば同じ道具の

機能の 「切る」であっても,「どのように切るかJと いう

側面は明示していない。同様にして,手 の機能の 「切る」

もしかりである。この背景にはこの項目自体にレベルが

あることを示唆している。この尺度を改善するか,全 く

別の視点から尺度設定を行うかによって,明確にできる

ものと考えられる。具体的には木工職種と手術器具の比

較において,実 際には同じ道具の機能を持ちながら,種

類の異なる道具が多く見いだせることもあった。したが

って,こ れらを表示できる軸を設定できれば,よ り際だ

つた差違が表せると考える。これらについては,わ れわ

れの今後の課題としたい。

本研究を通して,道具の編成が仕事や作業内容を反映

し,人 間の活動や行動の映しでもあることを示すことが

できた。今後はこれらの研究成果を基に, さらに道具の

研究を進めたいと考える。例えば,熟練した職人の自作

道黒である。簡単なジグから複雑なかんなまで様々であ

るが,道 具を考美して製作する場合,あ る条件の基で一

危のプロセスをたどると考えられる。人間と道具の関係

において,技能発揮の手段として道兵が決定される場合,

どのような条件 過 程のもとで成り立つかは重要な課題

であろう。

本研究を行うにあたり,大 明工芸株式会社の方々

には多くの研究へのご示唆並びに調査へのご協力を

賜りました。ここに記して感謝の意を表します。
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The Change oftool organization and worker's skill

一From thc analysis ofthe furniture woodwork sklllcd worker一

Hideki SUDO
Kazuo MORl

Thc skillcd、vorker uses the tool according to rhc contcnt of work and thc quality of、vork WMe tllink that thc

tool organization is decidcd thc quality of、vork and the scope ofthe skill

ln this research,we thcd to cla五守 the ttlatlon between the sk111 levcl and thc tool o唱anizat10n Flrstly,we

madc the standard by、vhich it classillcd the tool lt examined the operation apparatus and the,vood processing

tool This s,andard bascd oll the Function of the tool and thc function of the hand Sccondail〕,wc investigated

the skllled workcr in`hc fumiturc manufacttlring coコnpany lt used the standard forthis analysis

As a result,thc following contcnts were conf1111led

l mc kind and thc number oftools、vhich thc sk11lcd、vorkcr uscs according to the upgrade of sklll

2 Thc changc in the pЮcessing method push to changc thc tool

3 The change in useris product nccds changcs thc tool

4 The number of tools increases、vhen the skilllevel go up
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